
（別紙３）

～ 令和7年8月27日

（対象者数） 32名 （回答者数） 22名

～ 令和7年8月22日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

こどもに寄り添いながらやる気を引き出す支援を引き続き提

供していきます。

さらに質の高い療育を継続できるよう、社内外の研修等の機

会を活用し、職員の資質向上に努めます。

2

引き続き、丁寧な対応を心掛けこどもと保護者に寄り添った

支援をしていきます。相談しやすい雰囲気づくり、環境づく

りをしていきます。

3

見えない箇所でも整理整頓を心がけるなど、職員一人一人が

安全で清潔な環境整備について意識していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

契約時に丁寧かつわかりやすく説明をします。また、今まで

は職員のみで行っていた訓練を利用者参加型の訓練として行

うことを検討します。

2

地域交流ができるイベントの開催を本部と連携しながら今後

検討していきます。

3

こどもが楽しいと感じたり、楽しみと期待を持って通える質の

高い療育の実施。

何よりコペルが楽しい場所と思ってもらえるよう、こどもの意

向を聞きながら様々な課題を提示しています。

また、できたことをすかさず大いに褒めて自信に繋がるように

支援しています。

日々のレッスンの中で保護者への聞き取りや相談等を充実させ

ている。

レッスンを見学しながらこどもの様子を共有したり、面談以外

の場で積極的に保護者からのお話を傾聴しています。

清潔・安全な環境。 清掃や消毒、環境整備等を日々行い、安心・安全な環境づくり

に努めています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定されているが、保護者に周

知・説明が不十分である。

事業所で義務付けされている法体制、マニュアルの策定などに

関して周知が不十分であると考えます。契約時に説明はしてい

ますが、わかりやすく説明が出来ていないことが要因だと考え

ます。

保育園や認定こども園、幼稚園など地域のこどもとの交流機会

があまりない。

警察署見学や消防署見学等、地域の施設を見学・学習する機会

はあるが、地域のこどもとの交流は実施したことがありませ

ん。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年8月29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス本庄教室

○保護者評価実施期間
令和7年8月7日

○保護者評価有効回答数

令和7年8月7日

事業所における自己評価総括表公表


